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る

…
…
迫
加
予
算
約
七
七
四
万
円
が
議
決
…
…
…

　
去
る
六
月
三
十
日
に
本
年
度
第
二
回

町
議
会
が
召
集
さ
れ
、
追
加
予
算
等
を

含
め
た
一
二
議
案
が
上
提
さ
れ
、
議
決

を
見
ま
し
た
。
議
決
さ
れ
ま
し
た
も
の

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

議
第
－
号
　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

　
て
。

　
町
監
査
委
員
と
し
て

　
　
柳
　
芳
治
さ
ん
（
松
代
）
が
再
任

　
さ
れ
ま
し
た
。

議
第
二
号
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
。

　
町
の
評
価
審
査
委
員
と
し
て

　
　
斉
藤
　
竹
蔵
さ
ん
（
田
野
倉
）

　
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
第
三
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
減
少
及
び
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
。

　
高
田
市
と
直
江
津
市
が
合
併
し
た
た

　
め
の
も
の
で
、
松
代
町
に
は
直
接
関

　
係
あ
り
ま
せ
ん
。

議
第
四
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　
の
数
の
増
減
及
び
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
。

　
前
号
と
同
じ
も
の
で
す
。

議
第
五
号
　
新
潟
県
旧
市
町
村
職
員
恩

　
給
組
合
資
産
管
理
組
合
を
組
織
す
る

　
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
組

　
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
。

議
第
六
号
　
昭
和
四
六
年
度
松
代
町
一

　
般
会
計
補
正
予
算
。

　
追
加
予
算
の
総
額
は
約
七
七
四
万
円

　
で
す
が
、
そ
の
主
な
る
も
の
は
次
の

　
通
り
で
す
。

　
①
総
務
費
　
　
　
　
四
三
万
円

・
　
　
財
産
管
理
費
　
　
約
三
七
万
円

　
　
交
通
安
全
対
策
費
　
　
五
万
円

　
②
民
生
費

　
　
　
児
童
福
祉
総
務
費
　
　
九
〇
万
円

　
　
　
（
町
内
六
ケ
所
の
遊
園
地
設
置
補

　
　
　
　
助
金
で
す
）

　
　
　
児
童
安
全
施
設
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
万
円

　
　
（
大
字
千
年
地
内
に
設
置
す
る
も
の

　
　
　
で
す
）

　
　
③
衛
生
費
　
　
　
　
約
一
一
万
円

　
　
　
危
険
物
処
理
場
建
設
費
と
し
て
。

　
　
④
農
林
業
費
　
　
　
　
五
一
万
円

　
　
⑤
消
防
費
　
　
　
　
　
二
八
万
円

　
　
　
（
防
火
水
槽
等
の
災
害
復
旧
費
補

　
　
　
助
金
　
濁
、
千
年
、
海
老
）

　
　
⑥
教
育
費
　
　
　
　
　
一
〇
一
万
円

　
　
　
学
校
管
理
費
　
　
　
三
六
万
円

　
　
　
　
　
地
震
被
害
補
修
費
が
主
な
る

　
　
　
　
　
も
の
。

　
　
　
社
会
教
育
費
　
　
　
一
五
万
円

　
　
　
（
郷
士
誌
の
印
刷
費
と
し
て
）

　
　
　
保
健
体
育
費
　
　
　
四
四
万
円

　
　
　
（
第
一
号
プ
ー
ル
の
災
害
補
修
費

　
　
　
　
と
し
て
）

　
　
⑦
災
害
復
旧
費
　
　
二
九
二
万
円

　
　
　
町
内
一
一
ケ
所
の
災
害
復
旧
工
事

　
　
　
費
と
し
て
。

　
議
第
七
号
　
昭
和
四
六
年
度
松
代
町
国

　
　
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
。

　
議
第
八
号
　
昭
和
四
五
年
度
農
業
共
済

　
　
事
業
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
議
第
九
号
　
町
道
松
代
、
松
之
山
線
改

　
　
良
事
業
請
負
契
約
に
つ
い
て
。

　
　
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
松
代
町
松

　
　
代
の
相
沢
組
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま

　
　
し
た
。

　
議
第
一
〇
号
　
山
平
地
区
萱
場
線
舗
装

　
　
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
。

　
　
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
で
、
新

　
　
潟
市
の
福
田
組
が
行
う
こ
と
に
な
り

　
　
ま
し
た
。

「
、

　
議
第
繭
剛
号
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
：

　
建
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
。

　
建
物
の
多
面
利
用
と
老
朽
の
た
め
に

　
町
公
民
館
の
建
物
を
取
り
こ
わ
し
、

　
新
築
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

　
し
た
が
、
本
年
度
新
ら
た
に
「
総
合

　
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
そ
の
設
計
図
も

　
出
来
上
っ
た
の
で
、
雪
ど
け
を
待
ち

　
取
り
こ
わ
し
作
業
を
開
始
、
新
築
の

　
た
め
の
工
事
請
負
契
約
を
行
っ
た
も

　
の
で
す
。
予
算
五
、
四
五
〇
万
円
で

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
建
物

　
が
公
民
館
跡
に
建
て
ら
れ
る
の
で
す

　
が
長
岡
市
の
山
崎
組
が
二
七
四
日
間

　
の
工
期
予
定
で
契
約
を
終
り
、
現
在

　
基
礎
工
事
が
進
行
中
で
す
。

議
第
閣
二
号
　
過
疎
地
域
振
興
計
画
の

　
一
部
変
更
に
つ
い
て
。

　
（
こ
れ
は
先
般
発
表
さ
れ
ま
し
た
総

　
合
計
画
の
本
年
度
の
一
部
変
更
の
も

　
の
で
す
）

尚
当
日
次
の
様
な
陳
情
請
願
が
あ
り
ま

し
た
。

①
常
設
室
野
保
育
所
新
築
に
関
す
る
請

　
願
－
採
択
。

②
池
尻
分
校
旧
校
舎
に
つ
い
て
陳
情

　
　
こ
の
件
に
つ
い
て
採
択
。

③
田
代
部
落
境
界
変
更
に
つ
い
て
の
陳

　
情
◎

　
田
代
部
落
は
年
々
人
口
が
減
少
し
、

　
中
学
生
も
現
在
高
柳
町
門
出
中
学
校

　
へ
通
っ
て
い
る
と
い
う
様
な
状
況
で

　
あ
り
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
隣

　
村
高
柳
町
と
の
接
触
が
多
い
関
係
か

　
ら
、
地
元
よ
り
境
界
変
更
の
陳
情
が

　
あ
り
ま
し
た
が
、
町
議
会
と
し
て
は

　
こ
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
の
で
、
特

　
別
委
員
会
を
設
置
し
、
閉
会
中
継
続

　
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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町
民
第
二
号
．
7
ー
ル
開
設
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
室
野
小
学
校
裏
に
…
…

　
か
ね
て
か
ら
室
野
地
内
に
建
設
工
事

を
行
っ
て
い
ま
し
た
松
代
町
民
第
二
号

プ
ー
ル
が
七
月
十
五
日
竣
工
し
、
二
十

八
日
に
プ
：
ル
開
き
の
式
典
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
第
二
号
プ
ー
ル
は
、
昨
年
度
第

＝
フ
ー
ル
（
松
代
）
が
出
来
、
地
域
の

人
々
か
ら

大
変
喜
ば

れ
て
い
ま

し
た
が
、

旧
奴
奈
川

地
区
は
距

離
的
関
係

な
ど
も
あ

り
、
い
つ

も
松
代
ま

で
通
っ
て

利
用
す
る

と
い
う
わ

け
に
は
い

ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
。

地
元
の
方

々
の
熱
心

な
要
望
も

あ
り
、
新

年
度
町
議

会
に
お
い

て
そ
の
建

設
が
議
決

を
み
た
も
の
で
す
。

　
工
事
は
新
非
市
の
保
坂
組
が
落
札
し

雪
ど
け
を
待
っ
て
約
一
、
三
〇
〇
万
円

で
着
工
に
あ
た
り
、
完
成
し
た
も
の
で

す
。　

ま
た
浄
化
機
械
は
別
に
七
六
万
円
で

上
越
市
の
大
昭
商
事
が
入
れ
た
も
の
で

式典）（プール開

す
。　

大
き
さ
は
大
プ
ー
ル
の
方
が
二
五
鵠

×
コ
一
π
（
深
さ
一
・
二
御
i
一
・
四

糀
）
ジ
ユ
ニ
ア
ブ
！
ル
が
約
一
〇
解
×

一
〇
勉
（
深
さ
七
五
碗
）
の
も
の
で
、

緑
の
田
園
の
中
に
、
一
き
わ
目
立
つ
建

物
に
連
日
、
利
用
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
尚
プ
！
ル
の
開
設
時
間
は
、
午
前
九

時
～
二
時
　
一
二
時
～
二
時
　
二
時

半
～
四
時
半
の
三
回
で
す
。

州

（完成された　第2プー一ル）
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ノ

老
令
年
金
受
給
者
が
誕
生

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
始
め
て
、

今
年
三
月
で
満
一
〇
年
を
迎
え
、
国
民

年
金
で
は
は
じ
め
て
の
老
令
年
金
受
給

者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
去
る
七
月
二
十
九
日
、
役
場
の
四
階

第
一
会
議
室
に
て
国
民
年
金
証
書
の
伝

達
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
満
額
受
給
者
は
八
名
、
　
（
年
額

六
万
円
）
で
す
が
、
繰
上
げ
希
望
受
給

者
は
二
五
名
も
あ
り
、
そ
の
人
達
は
年

令
に
ょ
っ
て
年
金
額
が
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
て
い
ま
す
。

　
伝
達
受
け
た
方
々
は
三
十
三
名
で

す
が
、
こ
の
人
達
は
、
八
月
に
第
一

回
目
の
支
払
が
町
内
三
ケ
所
の
郵
便

局
で
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

（
写
真
国
民
年
金
証
書
の
伝
達
を
受
け

　
　
　
る
、
初
の
老
令
年
金
受
給
者
）

（3）
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夏
期

の
防
犯
に

協
力
し
よ

　
暑
い
日
が
つ
づ
く
夏
に
は
い
ろ
い
ろ

の
犯
罪
や
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
警
察

や
防
犯
組
合
は
次
の
こ
と
を
重
点
に
防

犯
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
も
協
力
し
て
明
る

い
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
よ
う
。

◇
少
年
非
行
の
防
止

　
・
未
成
年
者
の
飲
酒
、
喫
煙
、
夜
遊

　
　
不
良
交
遊
、
不
健
全
娯
楽
な
ど
の

　
　
防
止
。

　
・
自
動
車
の
暴
走
、
酒
酔
い
運
転
の

　
　
防
止
。

へ㌧

う

◇
性
犯
罪
の
防
止

－

　
・
婦
女
子
の
深
夜
め
ひ
と
り
歩
き
は

　
　
し
な
い
。

　
・
服
装
な
ど
に
注
意
す
る
。

　
・
通
勤
、
通
学
た
ど
婦
女
子
の
被
害

　
　
防
止
。

　
・
幼
児
、
少
女
な
ど
の
被
害
防
止
の

　
　
た
め
の
保
護
と
指
導
。

　
・
護
身
用
防
犯
ブ
ザ
ー
の
活
用
。

◇
暴
力
犯
罪
の
予
防

　
・
被
害
に
か
x
っ
た
ら
恐
れ
ず
届
出

　
　
を
。

◇
水
死
、
水
難
事
故
の
防
止

　
・
幼
児
の
ひ
と
り
あ
そ
び
を
さ
せ
な

　
　
い
。

　
・
『
学
校
で
指
定
し
た
場
所
、
時
間
外

　
　
は
泳
が
な
い
。

◇
盗
難
被
害
防
止

　
・
あ
き
巣
ね
ら
い
、
す
り
、
方
引
、

　
　
置
引
き
に
注
意
す
る
。

　
・
自
動
車
盗
の
防
止

　
　
・
青
空
駐
車
の
抑
制
。

　
　
・
自
動
車
の
カ
ギ
か
け
。

　
　
・
ニ
ソ
ジ
ン
キ
ー
の
ぬ
き
取
り
o

　
　
・
貴
重
品
等
の
車
外
持
ち
出
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
町
）
・

、し

、
。
。
，
・
（
。
・
覧
～
…
3
》
，
も
9
・
、
・
3
・
～
竃
’
σ
2
9
を
●
、
8
㌔
（
．
・
●
。
，
く
∂
。
㍉
♂
、
～
の
塾
ζ
3
》
。
集
●
、
3
も
5
【
晃
．
●
亀
～
も
．
．
・
》
。
，
ψ
．
・
、
・
3
・
9
ぐ
：
・
●
・
2
竃
ど
の
、
艦
く
．
8
9
～
｝
。
、
3
ゆ
監
～
も
～
を
8
》
も
．
．
．
、
。
3
亀
《
隔
．
」

｝ヤ“㌔（漣》～“）㌔へρり∩げ》㌔～押㍉《…》｝》㌔へ…％♂■副》㌔～“〉｝V、“、へA漣」へ“㌔へA一》

〃
自
動
二
輪
車
に
乗
る
と
き
は
必
ず

　
　
　
　
　
ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
よ
う
〃

交
通
事
故
の
う
ち
、
死
亡
す
る
事
故
を
み
ま
す
と
、
そ
の
七
九
パ
ー
セ
ン

ト
が
ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
か
ぶ
つ
て
い
な
か
つ
た
た
め
、
頭
を
打
ち
死
亡
し
て

お
り
ま
す
。

自
動
二
輪
車
に
乗
る
と
き
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
よ
う
。

㊦
ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
入
用
の
方
は
一
個
一
、
四
〇
〇
円
で
当
署
の
窓
口
で

　
あ
っ
せ
ん
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
．
こ
利
用
く
だ
さ
い
。
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